
和暦 西暦 松原神社

明和9年 1772

寛政10年 1798

文化14年 1817

慶応3年 1867

明治4年 1871

明治5年 1872

明治6年 1873

明治9年 1876

和暦 西暦 佐嘉神社・松原神社 銅像・顕彰等 図書館・博物館施設等 景観整備・その他

明治33年 1900 直正公贈従一位／30年祭

明治35年 1902 直正公銅像建立趣意書が協議される

明治36年 1903 直正公銅像建設委員会が松原神社で開催される

明治40年 1907

明治43年 1910

明治44年 1911 20世紀にそなえ、図書館と博物館の設置を中野禮四郎が提唱

大正2年 1913 直正公生誕100年／直正公銅像建設 佐賀図書館　落成

大正3年 1914 佐賀図書館　開館 勧興小学校が北御堀端から現在地に移転

大正4年 1915

大正6年 1917 佐賀図書館で直茂公300年祭記念展覧会開催

大正9年 1920 直正公50年祭 『鍋島直正公傳』発行（侯爵鍋島家編纂所） 佐賀図書館で閑叟公五十年祭記念御遺物展開催

大正10年 1921 11代直大公 逝去（76歳） 佐賀図書館は館主の喪に服し3日間閉館／新館主は直映公

大正12年 1923 松原神社に11代直大公を合祀 弘道館記念碑 建設

大正13年 1924 直茂公銅像 除幕（多布施）

昭和2年 1927 徴古館 開館　（令和9年　開館100年）

昭和4年 1929 佐賀図書館が鍋島家から佐賀県に移管され県立佐賀図書館となる

昭和8年 1933 佐嘉神社 創建／直正公、松原神社よりご遷座

昭和15年 1940 財団法人鍋島報效会 創設／徴古館の運営を担う

昭和18年 1943 銅の鳥居など 金属供出

昭和19年 1944

昭和20年 1945 徴古館 閉館

昭和23年 1948 直大公、松原神社より佐嘉神社にご遷座

昭和25年 1950 「佐賀県立図書館」と改称 佐嘉神社周辺　佐賀市風致地区指定（平成26年「松原公園風致地区」）

昭和30年 1955 徴古館を活用し佐賀県文化館が開館

昭和38年 1963

昭和45年 1970

昭和58年 1983 佐嘉神社50年式年／佐嘉神社記念館 開館 県政100年記念事業として佐賀県立美術館 開館

平成3年 1991 松原川整備事業の完成(S63～H3)

平成5年 1993 神野公園に隔林亭落成

平成10年 1998 徴古館 再開

平成11年 1999 長崎街道・柳町 都市景観形成地区 指定

平成13年 2001

平成14年 2002
高度地区（城内周辺地区）指定　建造物の高さ15m以下
城内都市景観形成地区 指定

平成16年 2004 佐賀城本丸歴史館 開館

平成19年 2007
佐賀城内地区地区計画 指定
建造物の高さ10m以下、共同住宅等の建築制限

平成20年 2008 徴古館を活かしたまちづくりに関する基本協定 締結

平成23年 2011

平成24年 2012 佐賀市歴史的風致維持向上計画 認定

平成27年 2015 柳町 旧森永家・旧久富家の活用開始

平成28年 2016 佐賀バルーンミュージアム 開館

平成29年 2017 直正公銅像 再建

平成30年 2018 肥前さが幕末維新博覧会 開催 まちづくりに関する基本協定 締結（佐賀市・鍋島報效会）

令和元年 2019 佐賀鍋島伝承遺産顕彰会 発足

令和3年 2021 直正公没後150年／直大公没後100年

令和15年 2033 佐嘉神社創建100年

大隈重信の提唱により直正公の伝記を編集（→『鍋島直正公傳』として大正9年に発行）

直正公銅像建設委員を選定（委員長には大隈重信伯爵）

弘道館記念碑・記念館建設の動き

佐賀城下ひなまつりが始まる

松原公園整備事業の完成

佐賀県立図書館 城内へ移転／13代直泰公が鍋島家伝来典籍・文書を寄託（～翌年）

明治百年記念事業として佐賀県立博物館 開館（令和2年に開館50周年）／13代直泰公により鍋島家伝来品が寄託される

直正公銅像・古川松根銅像　金属供出（多布施の直茂公銅像なども）

神野御茶屋（直正公別邸）が鍋島家から佐賀市に寄附される／御茶屋での祝宴で直映公が博物館（徴古館）建設を発表

別格官幣社の名称を「佐嘉神社」と決定、地鎮祭
松原神社御祭神 龍造寺隆信公生誕400年／中の館に記念碑除幕

佐賀市松原周辺における歴史顕彰等略年表

龍造寺隆信公・政家公・高房公を合祀（金立・敷山社よりご遷座）／松原神社に10代直正公を合祀

松原神社の神苑が造営される（翌年完成）

8代鍋島治茂公が藩祖直茂公を祀る日峯社（松原社）を創建（のち寛政7年、日峯明神から日峯大明神へ）

藩内御用達の献上金により石の鳥居完成

直茂公没後250年祭礼／城下各町あげての祭礼を直正公もご観覧

直茂公没後200年／清久公（直茂公祖父／傳心明神）・彦鶴（直茂公室／陽泰明神）を合祀（のち嘉永2年に大明神へ）／松原神社参道として新馬場が開かれ、銅製鳥居と木製鳥居（千栗土居の杉）が建立され、東端に下宮造営

松原神社に初代藩主勝茂公を合祀

直正公 逝去（58歳）
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